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73第 9 号　2014（平成 26）年度
キリスト教神義論の一考察　−Ｎ.ベルジャーエフの‘Ungrund’とＫ.バルトの‘Das Nichtige’をめぐって−
造物自らが闘争しようとする時，被造物はいつしか真にDas Nichtigeの攻撃にさらされ，その手







































































































































































































































































































　ここで取り上げてみたいのは，既に触れてきたことではあるが，創世記 1 章 1?2 節における，創
造以前の原初的状態について，即ち，空しい闇，水の面というものが，実際創造以前の原初状態
における何かあるもの（Ein Etwas）を示しているのだろうか，という点と，創世記 3 章の人間の堕罪
の物語をどう理解するか，という点についてである。
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